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埼玉岳連 :平成22年度 評議員総会

平
成

２２
年
、　

２３
年
度

の
役
員
が
左
記
の
通
り

評
議
員
総
会
に
於

い
て
決
定
し
．ま

し
た
。

《
埼
玉
県
山
岳
連
盟

・
役
員
》

〈
ム
　
長
　
‥
森
下
健
七
郎
　
一昌
体
連

副
会
長
　
…
柳
原
　
政

一　

小
鹿
野
山
岳
会

副
会
長

　
・・石
倉
　
昭

一　

大
官
ア
ル
バ
イ
ン
Ｚ
フ
ブ

副
会
長
　
‥
福
田
　
靖
　
　
た
ら

つ
ぺ
山
の
会

監
　
事
　
‥
佐
藤
　
求
　
　
あ
ゆ
む
山
の
会

監
　
事

　
‥
内
野
　
安
登
　
エ
コ
ー
山
の
会

理
事
長
　
・
天
野
　
賢

一　

】退
峰
山
岳
会

副
理
事
長

‥
瀬
藤
　
武
　
　
浦
和
渓
稜
山
岳
会

事
務
局
長

‥
加
藤
　
富
之
　
深
谷
山
岳
会

会
計
担
当

‥
町
田
　
週

一
※
大
宮
ア
ル
パ
イ
ン
Ｚ
フ
ブ

会
計
担
当

‥
塩
谷
　
壽
子
※
大
官
山
岳
会

名
誉
顧
問

‥
浅
見
　
山
ユ
　
　
恵
流
峰
会

名
誉
会
長

‥
田
中
　
文
男
　
浦
和
山
岳
会

参
　
与
　
・・井
上
　
守
司

‥
野
井
　
篤

‥
北
　
千
恵
吉

‥
井
古
田
忠
男

‥
北
田
　
紘

一

‥
新
井
　
宏
司

‥
大
野
　
好
司

‥
武
井
　
正
男

‥
中
田
　
弘

‥
平
沼
　
伸

一

‥
牧
野
　
要
雄

‥
大
野
　
幾
雄

‥
柳
下
　
明

‥
大
久
保
　
孟

小
鹿
野
山
岳
会

本
庄
山
の
会

浦
和
西
岳
友
会

二奥
＋
蝿
願
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
グ
ル

高
体
連

深
谷
山
岳
会

浦
和
渓
稜
山
岳
会

小
川
山
の
会

浦
和
渓
稜
山
岳
会

戸
田
山
の
会

山
岳
同
人
埼
玉

桶
川
山
の
会

※
新
任
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《
平
成
２
２
年
度
評
議
員
総
会
》
報
告

１

・
期
日

‥
平
成

２２
年
４
月

１８
日

（日
）

‐４
時

３０
分
～

１７
時

２

・
会
　
場

‥
上
尾
文
化
セ
ン
タ
ー

出
席
者
名
［所
属
会
∵
・

※
敬
称
略

◆
評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・‥
　
２
６
名

内
野
操

〔川
口
〕
、
倉
持
聡
志

〔ピ
オ
レ
〕
、
岩

武
成
秋

〔日
産
〕
、
三
ツ
木
達
夫

〔蕨
〕
、
田
中

文
男

〔浦
和
〕
、
佐
藤
求

〔あ
ゆ
む
〕
、
芝
田
信

子

〔桜
草
〕
、
天
野
賢

一

〔遠
峰
〕
、
山
本
雄
治

〔大
官
〕
、
石
倉
昭

一

〔大
官
Ａ
Ｃ
〕
、
吉
田
秀

夫

〔Ｊ
Ｒ
大
宮
〕
、
塚
越
国
雄

〔深
谷
〕
、
福
田

靖

〔た
ら
つ
ぺ
〕
、
宮
田
征
治

〔壁
稜
〕
、
長
谷

川
茂

〔熊
谷
〕
、
大
田
忠
雄

〔
エ
コ
ー
〕
、
柳
下

明
男

〔同
人
埼
玉
】

森
下
健
七
郎

〔高
体
連
〕

矢
萩
実

〔ボ
ル
シ
チ
〕
、
森
田
陽

一

〔ビ
ナ
〕
、

柳
原
政

一

〔小
鹿
野
〕
、
佐
藤
豊

〔Ｍ
Ａ
Ｓ
〕
、

金
澤
和
則

〔山
塾
〕
、
竹
腰
昌
信

〔Ｔ
Ｍ
Ｇ
Ｃ
〕
、

掛
川
統
之

〔渓
稜
〕
、
大
山
光

一
〔同
人
比
企
〕。

◆
評
議
員
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・‥
　
９
名

渋
谷
直
克

〔西
岳
友
〕
、
大
成
義
之

〔ア
ル
ピ
ナ
〕
、

鈴
木
正

一

〔越
谷
〕
、
岩
崎
繁
夫

〔戸
田
〕
、
榎

本
昇

〔蓮
田
〕
、
田
中
宏
明

〔岳
稜
〕
、
仙
波
義

雄

〔槻
〕
、
岩
井
田
正
昭

〔川
越
〕
、
伊
藤
正
孝

〔防
衛
医
大
〕
。

◆
委
任
状
提
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・‥
　
８
名

関
根
善
昭

〔浦
和
山
友
〕
、
森
良
治

〔桶
川
〕
、

小
高
英
雄

〔ア
ル
ム
〕
、
井
上
信
太
郎

Ｔ
口
田
〕
、

原
久
三

〔登
高
会
〕
、
平
野
新

一

〔毛
呂
山
〕
、

阿
部
真
也

〔城
西
大
〕
、
斉
藤
尚
之

〔獨
協
大
〕。

議
決
権
数

・
合
計
４
３
名

◆
理
事
出
席
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・‥
　
３
３
名

岩
崎
秀
保

［川
口
］
、
斉
藤
勝
男

［蕨
］
、
田
中

文
男

［※
］、
渋
谷
直
克

［※
］、
野
村
善
弥

［あ

ゆ
む
］、
堀
江
伸
子

［桜
草
］、
天
野
賢

一
［※
］
、

塩
谷
壽
子

［大
宮
］、
町
田
週

一
［大
宮
Ａ
Ｃ
］
、

大
成
義
之

［
ア
ル
ピ
ナ
］
、
吉
田
秀
夫

［※
］
、

加
藤
富
之

［深
谷
」
、
竹
中
聖

一
［た
ら

つ
ぺ
］
、

桜
井
勝
伸

［壁
稜
」・．、
長
谷
川
茂

［※
］
、
室
伏

秀
三

［
エ
コ
ー
”
、
柳
下
明
男

［※
］
、
岩
崎
繁

夫

［※
］
、
岡
野
敏

［蓮
田
］
、
松
井
恒
和
、
小

茂
田
利
孝
、
鎌
田
雅
浩

大
石
智
章

［高
体
連
］
、

道
浦
陽
司

［加
須
］
、
矢
萩
実

［※
］
、
土
屋
正

昭

［ビ
ナ
］
、
柳
原
政

一

［※
］
、
大
倉
至

［
Ｍ

Ａ
Ｓ
］
、
仙
波
義
雄

［※
］
、
岩
井
田
正
昭

［※
］
、

竹
腰
昌
信

［※
］
、
瀬
藤

武

［渓
稜
］
、
伊
藤
正

孝

［※
］
、
大
山
光

一

［※
］
　

※
は
評
議
員

３

・
総
会
次
第
　
司
会
　
　
　
‥
加
藤
事
務
局
長

（
１
）
開
会
の
言
葉
　
　
　
‥
福
田
副
会
長

（
２
）
会
長
挨
拶
　
　
　
　
‥
森
下
会
長

（
３
）
議
　
事

（議
長
は
規
約
第

２２
条

２
項

・
評
議
員
よ
り
選
出
）
に

よ
り
福
田
副
会
長
の
推
薦
で
塚
越
評
議
員

〔深
谷
山
岳

〈
３

を
議
長
に
指
名
、
賛
成
多
数
で
議
長
就
任
を
承
認
。

議
　
　
長
　
　
‥
塚
越
評
議
員
　
［深
谷
山
岳
会
］

議
事
録
署
名
人

‥
岩
井
田
理
事
　
［川
越
山
の
会
］

大
会
成
立
宣
言

‥
加
藤
事
務
局
長
よ
り

規
約
２
６
条

・
定
員
の
過
半
数

（
４３
／

６‐
）
で
会
議

成
立
を
宣
言

塚
越
議
長
挨
拶

‥
不
慣
れ
で
す
が
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
御
願
い
し
ま
す
。記

第
１
号
議
案
　
平
成

２‐
年
度
事
業
報
告

○
各
委
員
長
よ
り
事
業
報
告

（詳
細
は
資
料
参
照
）

県
岳
連
事
務
局
　
　
‥
加
藤
事
務
局
長

指
導
委
員
会
　
　
　
・・野
村
委
員
長

知催
飯
ナ
年
一基
委（諄

選
手
強
化
委
員
会
　
‥
大
倉
委
員
長

遭
難
対
策
委
員
会
　
‥
瀬
藤
委
員
長

海
外
登
山
委
員
会
　
・・天
野
委
員
長

自
然
保
護
委
員
会
　
・・岩
崎
委
員
長

ジ

ュ
ニ
ア
委
員
会
　
‥
大
石
委
員
長

広
報
委
員
会
　
　
　
‥
岩
井
田
委
員
長

企
画
委
員
会
　
　
　
‥
加
藤

（代
）

↓
第
１
号
議
案
　
・‥
　
可
決
承
認

第
２
号
議
案
　
平
成

２‐
年
度
決
算
報
告

●

決
算
報
告

・
・
加
藤
事
務
局
長

年
度
決
算
報
告
及
び
選
手
強
化

。
派
遣
費
関
係
会

計
、
特
別
会
計
の
各
報
告
を
行
う
。
何
と
か
赤
字

に
は
な
ら
ず
、
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

●

監
査
報
告

・
・
内
野
監
事

監
事

‥
内
野
安
登

。
佐
藤

求

。

『
監
査
の
結
果
総
て
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
す
』
内
野
安
登

↓
第
２
号
議
案
　
・‥
　
可
決
承
認

第
３
号
議
案

「埼
玉
県
岳
連
」
の
規
約
改
訂
に
つ
い
て

※
加
藤
事
務
局
長
よ
り
趣
旨
の
説
明

規
約
改
正
、
国
体
委
員
会
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

を
合
併
し
て

「競
技
委
員
会
」
に
改
正
す
る
、
こ
れ

は
日
山
協
の
組
織
改
革
に
連
動
し
て
改
正
す
る
も
の
。

規
約
を
平
成

２２
年

４
月

１８
日
付

一
部
改
正
す
る
。

↓
第
３
号
議
案
　
・‥
　
可
決
承
認

第
４
号
議
案

平
成

２２
～

２３
年
度
埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
役
員
改
選

特
別
に
立
候
補
な
く
森
下
会
長
以
下
の
役
員
が
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
た
、
ま
た
森
下
会
長
は

２
期
日
で
の
退
任
を
表
明
さ
れ
た
。

今
後
２
年
間
は
役
員
改
選
の
準
備
が
必
要
と
な
る
。

↓
第
４
号
議
案
　
・‥
　
可
決
承
認
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【
２
２

・
２
３
年
度
役
員
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

※
岳
連
報
。
ｌ
Ｐ
を
参
照

《
今
年
度

・
専
門
委
員
会

・
委
員
長
》

指
導
委
員
会
　
　
‥
野
村
善
弥

　

（再
任
）
あ
ゆ
む
山
の
会

競
技
委
員
会
　
　
・・土
屋
正
昭

　

（再
任
）
加
須

ｃｃ
ビ
ナ

選
手
強
化
委
員
会

‥
宇
津
木
秀
二

（※
）
高
体
連

遭
難
対
策
委
員
会

‥
瀬
藤
武

　

（再
任
）
浦
和
渓
稜
山
岳
会

海
外
登
山
委
員
会

‥
鈴
木
直
樹

（※
）
浦
和
渓
稜
山
岳
会

自
然
保
護
委
員
会

‥
岩
崎
繁
夫

　

（再
任
三
戸
田
山
の
会

ジ

ュ
ニ
ア
委
員
会

‥
大
石
智
章

　

（※
）
高
体
連

広
報
委
員
会
　
　
・・岩
井
田
正
昭

（再
任
）
川
越
山
の
会

企
画
委
員
会
　
　
‥
村
岡
正
己

　

（再
任
）
加
須
Ｓ
Ｃ
Ｃ

第
５
号
議
案
　
平
成
２
２
年
度
事
業
計
画
案

○
各
委
員
長
か
ら
の
計
画
案
を
発
表
す
る
。

①
指
導
委
員
会
　
　
・・野
村
善
弥

※
指
導
員
養
成
研
修
会
の
開
催
　
昨
年
度
開
催
出

来
な
か
っ
た
為
、
東
京
都
体
育
協
会
と
都
岳
連
に

協
力
を
願
い
、
開
催
出
来
る
事
に
な

っ
た
。

②
競
技
委
員
会
　
　
‥
土
屋
正
昭

③
選
手
強
化
委
員
会

‥
宇
津
木
秀
二

④
遭
難
対
策
委
員
会

‥
瀬
藤
武

⑤
海
外
登
山
委
員
会

‥
鈴
木
直
樹

⑥
自
然
保
護
委
員
会

‥
岩
崎
繁
夫

⑦
ジ

ュ
ニ
ア
委
員
会

‥
大
石
智
章

※
全
国
高
校
生
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
開
催

日
山
協
の
５０
周
年
事
業
の

一
環
、
昨
年
開
催
を
検

討
し
た
が
開
催
許
可
が
下
り
ず
、
今
年

５０
周
年
を

記
念
し
て
試
行
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

③
広
報
委
員
会
　
　
・・岩
井
田
正
昭

※
昨
年
に
引
き
続
き

３６
号
、　

３７
号
、　

３８
号
を
発

行
予
定
、
会
の
動
向
、
山
行
報
告
、
計
画
の
情
報

や
発
行
誌
を
提
供
く
だ
さ
い
。

⑨
企
画
委
員
会
　
・人
代

。
加
藤
富
之
）
村
岡
正
己

↓
第
５
号
議
案
　
・‥
　
可
決
承
認

第
６
号
議
案
　
平
成
２
２
年
度
予
算
案

加
藤
事
務
局
長
か
ら
予
算
案
の
提
示

今
年
度
は
所
属
証
明
書
発
行
年
度

（
２
年
毎
）
で
多

少
の
余
裕
が
出
来
そ
う
な
の
で
、
最
初
か
ら
会
員
証

収
入
の
半
額
を
次
年
度
に
繰
り
入
れ
計
上
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↓
第
６
号
議
案
　
・‥
　
可
決
承
認

こ
れ
を
持
ち
ま
し
て
総
て
の
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
塚
越
議
長
は
任
を
解
か
れ
退
席
す
る
。

そ
の
他

そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
加
藤
事
務
局
長
か
ら
説
明
。

①
第
４
回
田
中
名
誉
会
長
賞
の
授
与
に
つ
い
て

今
年
は
、
昨
年
９
月
の

「埼
玉
チ

ョ
ー

。
オ

ユ
ー
登

山
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
．
０
９
」
隊

（隊
長

・
大
山
光

一
‥

東
松
山
山
岳
会
＋
風
間
進

‥
浦
和
渓
稜
山
岳
会
）
が

受
賞
、
（埼
玉
岳
連
、
初
の
８
０
０
０

ｍ
峰
登
頂
、
中

高
年

・
団
塊
世
代
で
の
登
頂
、
約
ｌ
ヶ
月
間
で
の
短

期
速
攻
に
よ
る
高
峰
登
頂
）
を
推
薦
理
由
で
表
彰
を

受
け
た
。
大
山
隊
長
が
代
表
し
て
田
中
名
誉
会
長
か

ら
賞
状
と
賞
金
１
０
万
円
が
授
与
さ
れ
、
感
謝
の
言

葉
と
今
後
の
抱
負
を
延
べ
て
授
賞
式
を
終
了
し
た
。

②
日
本
山
岳
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「創
立

５０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

へ
の
参
加
協
力
願

い
を
、
田
中
名
誉
会
長

‥
日
山
協
会
長
よ
り
直
々
に

説
明
が
あ

っ
た
↓
案
内
は
巻
末
ペ
ー
ジ
を
参
照

③
新
規
加
盟
団
体
の
紹
介
。

「山
学
同
人
比
企
」
（代
表

‥
大
山
光

一
）
が
、
東
松

山
山
岳
会
よ
り
独
立
し
、
単
会
加
盟
と
な
る
。

④
退
会
団
体
の
挨
拶

「蕨

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
が
、
ク
ラ
ブ
の
総
会
で
県

岳
連
よ
り
退
会
を
決
定
。
一一一ツ
木
会
長
が
、
今
ま
で
の
、

ご
厚
誼
に
対
し
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
は
石
倉
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
、
総
会
を
終
了

し
た
。

議
事
録
作
成
　
加
藤
富
之

議
事
録
署
名
　
山石
井
田
正
昭

【平
成

２．
年
度

・
会
計
監
査
】

４
月
１８
日
ｎ
時
よ
り
上
尾
駅
ガ
ス
ト
に
て
会
計
監

査
を
実
施
。
出
席
者
は
左
記
の
通
り
。

監
　
　
事

‥
佐
藤
求
　
　
〔あ
ゆ
む
山
の
会
］、

内
野
安
登

【所
沢
エ
コ
ー
山
の
会
］、

会
計
担
当

‥
加
藤
富
之
　
［深
谷
山
岳
会
〕

選
手
強
化
担
当

‥
大
倉
至
、
小
茂
田
利
孝
、
宇
津
木

秀
二
〔高
体
連
］、
町
田
週

一
［大
官
Ａ
Ｃ
］

監
事
に
よ
る
会
計
記
録
、
会
計
処
理
を
監
査
し
終
了
。

・３
時
よ
り
理
事
、
評
議
員
な
ど
に
よ
る
会
場
設
営

田中賞御礼の言葉を述べる大山光一氏
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や
準
備
、
総
会
資
料
作
成
。
　

会
長
、
副
会
長
は
、

事
前
協
議
を
行
う
。

【平
成

２．
年
度
４
月
理
事
会
】
開
催

平
成

２２
年
４
月

１８
日

（日
）
１３
時

５０
分
～

１４
時

２０
分

１

。
開
会
挨
拶

…
柳
原
副
会
長

・

会
長
挨
拶

‥
森
下
会
長

２

・
理
事
会

総
会
資
料
の
説
明
１
号
議
案
～
６
号
議
案
に
つ
い

て
、
新
理
事
の
紹
介
、
各
委
員
長
か
ら
変
更
内
容

の
説
明
。
自
然
保
護
委
員
会
に
つ
い
て
は
別
途
、

す
り
あ
わ
せ
協
議
と
す
る
。
↓
加
藤
事
務
局
長

田
中
賞
受
賞
対
象
に
つ
い
て
執
行
部
案
を
説
明
。

推
薦
理
由
を
説
明
　
　
　
　
↓
森
下
会
長

理
事
会
の
全
員
異
議
な
し
で
承
認
と
な
る
。

３

・
閉
会
挨
拶

‥
石
倉
副
会
長
　
　
　
　
終
了

文
責

・
広
報
委
員
会
　
岩
井
田
正
昭

評議員総会 。会場風景

《
県
岳
連

２２
年
度
海
外
登
山
委
員
総
会
》
欄
催

４
月

１０
日
　
東
松
山
市
内
で
海
外
登
山
委
員
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
天
野
委
員
長
他
１
４
名
が
参
加
。

今
年
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
天
野
委
員
長
か
ら
鈴

木
直
樹
氏

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）
に
交
代
が
あ
り
鈴
木

新
委
員
長
の
下
、
新
旧
年
度
の
報
告
、
計
画
な
ど
の
討

議
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

主
な
計
画
と
し
て

［パ
ル
ド
ー
ル
ピ
ー
ク
］
の
遠
征

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
鈴
木
百
合
子

・
委
員
が
参
加
。

マ
ナ
ス
ル
の

８ヽ
∞
じ
。大
山
光

一
会
員
他
は
Ｎ
ｏ
〓

年
に

延
期
と
な

っ
た
。
今
年
度
も
海
外
登
山
関
係
の
講
演
会

を
行
う
予
定
。
又
今
後
の
遠
征
に
関
す
る
岳
連
隊
の
規

定
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る

予
定
。
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
、
昨
年
の
海
外

登
山
の
貴
重
な
記
録
な
ど
の
映
像
を
鑑
賞
し
た
。

現
在
の
海
外
登
山
委
員
会
員
数
は
２２
名
。

２
ヶ
月
に

１
回
火
曜
日

ｏ
さ
い
た
ま
市
で
例
会
を
開
催
。

《
積
雪
期
緊
急
避
難
講
習
会
報
生
じ
　

瀬
藤

武

積
雪
期
緊
急
避
難
講
習
会
が
２
月
２７
及
び
２８
日
の
両
日

に
わ
た
り
、
谷
川
岳
の
麓
、
指
導
セ
ン
タ
ー
す
ぐ
上
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、　
一
般
受
講
１
９
名
、
指
導
員
研
修

３
名
講
師

・
ス
タ
ッ
フ
６
名
の
計
２
８
名
で
し
た
。

高
速
道
路
の
渋
滞
や
雨
降
り
の
天
候
及
び
高
速
道
路
で
の

道
迷
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　

１２
時
３０
分
前
に
は
全
員
が
集

合
で
き
、
久
し
ぶ
り
の
再
開
に
話
も
弾
ん
で
ま
し
た
が
、
時

間
前
の
集
合
を
願
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
雨
の
上
ん
だ
中
、

現
場
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
講
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
で
特

に
緊
急
時
に
お
け
る
風
雪
を
避
け
る
為
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
り

方
、
ツ
ェ
ル
ト
の
活
用
を
講
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
を
行
い
参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
い
有
効
性
の
確
認
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
雪
洞
構
築
の
前
に
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

構
築
の
デ
モ
を
行
ま
し
た
。
従
来
は
雪
面
に
ザ
ツ
ク
を
並
ベ

ツ
エ
ル
ト
で
覆
っ
て
か
ら
雪
を
積
み
ま
し
た
が
、
今
年
は
切

り
出
し
作
業
軽
減
の
為
雪
面
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
２
段
ほ
ど
積
ん

で
か
ら
ザ
ッ
ク
を
並
ベ
ツ
エ
ル
ト
で
覆
う
方
法
を
指
導
し
ま

し
た
。
ま
あ
皆
さ
ん
元
気
で

「壁
が
薄
い
か
ら
」
「３
人
し
か

寝
む
れ
な
い
か
ら
」
「楽
し
い
か
ら
？
」
と
緊
急
避
難
用
の
ス

ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
立
派
な
か
ま
く

ら
が
出
来
ま
し
た
。
本
日
最
後
の
講
習
で
今
晩
宿
泊
用
の
雪

洞
構
築
に
入
り
ま
し
た
が
、
雪
が
硬
く
な
り
ず
い
ぶ
ん
苦
労

さ
れ
て
時
間
切
れ
で
完
全
構
築
は
出
来
な
か
っ
た
方
も
快
適

な

一
夜
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
体
調
は
ど
う

だ
つ
た
で
し
ょ
う

（こ
れ
を
書
い
て
い
る
今
、
と
っ
て
も
腰

が
痛
い
で
す

。
・
・
私
だ
け
？
）

翌
２８
日
は
朝
か
ら
雨
に
見
舞
わ
れ
、
表
に
置
い
た
ザ
ッ
ク

等
が
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
７
時
よ
り
雪

の
中
で
講
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
の
雪
面
と
踏
み

固
め
た
雪
面
で
の
ア
ン
カ
ー
支
持
力
の
違
い
や
ア
ン
カ
ー
材

海外登山委員総会の会場にて
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料
に
よ
る
支
持
力
の
違
い
及
び
ス
リ
ン
グ
の
設
定
位
置
を
各

自
変
更
し
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
ス
リ
ン
グ
の
埋
め

込
み
に
よ
る
支
持
カ
ア
ッ
プ
と
ピ
ツ
ケ
ル
ア
ン
カ
ー
の
場
合

に
足
で
抑
え
る
こ
と
で
の
支
持
カ
ア
ッ
プ
と
太
い
枝
を
使
う

場
合
の
支
点
位
置
及
び
小
枝
を
使
う
場
合
い
の
２
点
支
持
を

強
調
し
指
導
し
ま
し
た
。
そ
の
後
雪
も
激
し
い
為
、
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
し
た
雪
洞
を
涙
流
し
て
埋
め
戻
し
登
山
セ
ン
タ

ー
ヘ
移
動
し
ツ
ェ
ル
ト
搬
送
講
習
と
セ
ン
タ
ー
前
の
斜
面
で

の
引
き
降
ろ
し
、
引
き
上
げ
及
び
負
傷
者
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
強
調
し
た
の
は
、負
傷
者
の
保
温
と
頭
部
の
保
護
で
す
。

意
外
と
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
負
傷
者
の
保
温
で
す
。
銀
マ

ッ
ト
ー
枚
程
度
で
は
負
傷
者
の
保
温
が
充
分
で
な
く
低
体
温

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
会
の
髭
の
お
じ
い
さ
ん
が
低

体
温
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
今
回
は
銀
マ
ッ
ト
を
４
枚
使
い

負
傷
者
役
は
雪
の
中
ぜ
ん
ぜ
ん
寒
く
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
時
間
と
な
り
、
皆
さ
ん
充
分
満
足

（？
？
？
）
し
参
加
者
全
員
で
広
報
用
の
写
真
を
撮
り
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
遭
難
対
策
委
員
会
は
遭
難
救
助
隊
の
イ
メ
ー
ジ
が

多
い
よ
う
で
す
が
昨
今
の
防
災
ヘ
リ
の
活
躍
で
救
助
出
動
に

要
請
も
少
な
く
、
救
助
以
前
の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
や
セ
ル

フ
ガ
ー
ド
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
通
知
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
救
助
隊
の
イ
メ
ー
ジ
は
横
に
置
い
て

『
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
研
究
△
己

的
な
基
礎
技
術
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
す
で
に
複
数
名
の
方
が
参
加
申
出
し
で
て
お
り

ま
す
、
皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
技
術
を
仕
舞
い
込
む
こ
と
な

く
公
開
し
て
頂
い
て
救
助
技
術
や
救
助
基
礎
を
県
岳
連
及
び

登
山
者

へ
水
平
展
開
し
遭
難
の
防
止
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
遭
難
の
防
止
を
考
え
た
事
の
あ
る
あ
な
た
、
自

分
の
技
術
で
は
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
、
ま
ず
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
現
在
募
集
中
で
す
。
　

平
成
２２
年
３
月
３
日

※
編
集
注
　
報
告
者
は
県
岳
連

・
遭
難
対
策
委
員
長

土合指導センター前で参加者全員緊急避難用シェルターが完成 !

《
平
成

２２
年
度
　
自
然
保
護
委
員
総
△
０

４
月
１０
日
小
鹿
野
町
旧
倉
尾
小
学
校
に
て
総
会
を
開
催

し
自
然
保
護
委
員
会

。
新
井
顧
間
、
県
岳
連

。
森
下
会
長
な

ど
２７
名
が
参
加
。
開
会
に
先
立
ち
地
元
の
山
中
豊
彦
氏
に
よ

る

「両
神
山
の
自
然
に
つ
い
て
」
の
記
念
講
演
を
戴
い
た
。

岩
崎
委
員
長
挨
拶
、
森
下
会
長
の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
議
事

を
行
い
２‐
年
度
の
活
動
、
決
算
報
告
の
他
、　

２２
年
度
の
活

動
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
総
て
承
認
可
決

さ
れ
た
。
主
な
行
事
計
画
は
左
記
の
と
お
り
。

４
月
１０
日
、

１１
日
‥
旧
倉
尾
小
学
校
　
。
自
然
観
塞
犬
本

５
月
２２
日
、

２３
日
‥
信
濃
わ
ら
び
山
荘

。
自
然
観
察
会

６
月
５
日
、
６
日
‥
県
立
自
然
公
園
　
　
・
清
掃
登
山

８
月
１７
日
、　

１９
日
‥
三
峰

「岳
人
の
家
」
・
登
山
教
室

９
月
Ｈ
日
、

１２
日
‥
和
名
倉
山
　
。
植
林
地
整
地
登
山

３
月
１３
日
、

１４
日
・・雲
取
山
　
　
　
　
。
自
然
観
塞
犬
本

２３
年
４
月
　
　
　
‥
旧
倉
尾
小
学
校
　
　
・
委
員
総
会

《
２‐
年

・
夏
の
記
録

《屏
風
レ
ポ
ー
ト
》
　

後
編

大
宮
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ

８
月
１５
日
　
　
「
３５
号
よ
り
続
く
」

Ｎ
８
起
床
、
台
３
出
発
、
９
８
５
１
６
の
コ
ル
、
”
８
前

穂
頂
上
（途
中
の
リ
ー
ド
は
福
原
９
８
頂
上
で
１
時
間
昼
寝
。

の
後
、
〓
一８
奥
穂
頂
上
、　

１５
分
休
憩
の
後

〓
二
ｏ
下
山
開

始
。
徒
歩
２
時
間
の
コ
ー
ス
を
走
る
、
跳
ね
る
、
飛
ぶ
。
馬

器̈

涸
沢
到
着
、
お

８̈

だ
ら
だ
ら
と
片
付
け
て
上
高
地

へ
下
山

開
始
。
８

３̈

横
尾
、
こ
こ
か
ら
、
私
が
走
っ
て
も
追
い
つ

け
な
い
速
さ
で
の
競
歩
。
葛

８̈
上
高
地

（村
上
）
あ

８̈

（福

原
）
あ

８̈

（菅
野
）

昨
夜
寝
た
の
は
、
Ю
時
半
だ
つ
た
は
ず
。
２
時
半
こ
ろ
気

が
つ
く
と
、
村
上
さ
ん
が
も
ぞ
も
ぞ
お
き
て
い
る
で
は
な
い

か
。
「前
穂
に
い
く
な
ら
も
う
起
き
な
い
と
」
私
は
寝
ぼ
け
て

「そ
ん
な
あ
ほ
な
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
す
ぐ
諦
め
て
、
準
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備
を
始
め
る
。
そ
れ
で
も
昨
日
ほ
ど
、
て
き
ぱ
き
と
は
行
か

ず
、
結
局
出
た
の
は
４
時
す
ぎ
。
そ
こ
か
ら
が
早
い
。
歩
き

始
め
る
と
、
ま
あ
昨
日
の
疲
れ
も
か
な
り
回
復
し
て
い
る
。

３
人
と
も
覚
醒
し
た
こ
ろ
に
は
前
に
い
た
全
て
の
パ
ー
テ
イ

を
ご
ぼ
う
抜
き
し
て
、
５
、
６
の
コ
ル
で
朝
日
を
拝
む
こ
と

が
で
き
た
。
昨
日
以
上
に
晴
れ
て
お
り
、
逢
か
遠
く
ま
で
み

わ
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
の
槍
、
実
に
か
つ
こ
よ

か
つ
た
。
さ
て
、
第
５
峰
、
４
峰
、
と
き
て
、
３
峰
の
１
ピ

ツ
チ
で
ロ
ー
プ
を
だ
す
。
リ
ー
ド
は
昨
日
で
き
な
か
っ
た
福

原
さ
ん
。
こ
の
３
人
な
ら
大
丈
夫
で
し
ょ
う
と
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
シ
ユ
ー
ズ
は
か
ず
。
で
も
こ
こ
の
出
だ
し
は
怖
か
っ
た
。

さ
っ
き
抜
い
た
２
つ
の
パ
ー
テ
ィ
は
す
ご
い
で
す
ね
え
と
コ

メ
ン
ト
を
残
し
、
巻
い
て
行
っ
た
。
今
日
一
番
の
核
心
部
は

こ
の
出
だ
し
で
し
た
。
あ
と
は
ロ
ー
プ
を
出
さ
ず
、
オ
ー
ル

フ
リ
ー
ソ
ロ
。
確
か
に
こ
こ
な
ら
出
す
ほ
う
が
面
倒
か
も
し

れ
な
い
。
快
適
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
、
登
頂
。
休

ま
ず
さ
っ
さ
と
行
く
か
と
私
と
福
原
さ
ん
の
予
想
に
反
し
、

村
上
さ
ん
、
）ビ
」で
寝
る
。
や
は
り
、
み
な
昨
日
の
山
行
が

こ
た
え
た
の
だ
ろ
，２

だ
れ
も
動
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
長

い
道
の
り
が
あ
る
の
だ
。
動
き
た
く
な
い
。
た
っ
ぷ
り
１
時

間
の
休
憩
の
後
、
奥
穂
へ
、
昨
日
の
疲
れ
は
た
っ
ぷ
り
と
残

っ
て
い
る
の
で
、
足
取
は
け
っ
し
て
よ
く
な
い
。
岩
登
り
は

ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
早
く
て
も
、
縦
走
の
の
ぼ
り
は
い
ま
や
亀

の
歩
み
で
あ
る
。
途
中
村
上
さ
ん
に
ロ
ー
プ
を
渡
す
。
天
下

の
村
上
さ
ん
も
昨
日
の
疲
れ
が
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
安
心

し
た
。
奥
穂
頂
上
で
は
登
山
者
が

一
人
背
中
を
打
っ
た
か
で

動
け
な
く
な
っ
て
い
た
。
さ
て
、
程
な
く
し
て
下
山
開
始
。

こ
こ
か
ら
が
早
い
。
下
山
路
、
ザ
イ
テ
ン
グ
ラ
ー
ト
な
る
ド

イ
ツ
語
の
響
き
の
い
い
稜
線
を
下
降
。
言
葉
の
意
味
は

８
〓
８
霧
詳

（支
稜
線

・
支
尾
根
）
だ
そ
う
だ
。
小
屋
か
ら

は
大
き
な
石
が
丁
寧
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
先
頭

の
福
原
さ
ん
、
走
つ
て
飛
ん
で
眺
ね
て
い
つ
た
。
あ
と
で
聞

く
と
、
後
ろ
の
村
上
さ
ん
に
あ
お
ら
れ
た
と
か
。
私
は
マ
イ

ペ
ー
ス
で
行
き
、
渋
滞
に
は
ま
つ
た
２
人
に
追
い
つ
い
た
り
、

離
さ
れ
た
り
を
繰
り
返
し
、結
局
あ
ら
ぬ
速
さ
で
涸
沢
到
着
。

コ
ー
ラ
を
買
っ
て
乾
杯
。
も
う
ぐ
っ
た
り
。
私
は
食
べ
も
の

が
そ
こ
を
つ
い
た
の
で
、
こ
っ
そ
り
小
屋
で
お
で
ん
を
食
ベ

る
。
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
く
な
る
が
、
下
山
だ
か
ら
我
慢
。
さ

す
が
に
、
昨
日
の
疲
れ
、
今
日
の
疲
れ
が
あ
い
ま
っ
て
、
恐

ろ
し
く
ス
ロ
ー
な
撤
収
作
業
。
ガ
チ
ャ
の
合
わ
せ
作
業
も
カ

ラ
ビ
ナ
の
ゲ
ー
ト
を
あ
け
る
こ
と
に
さ
え
億
劫
さ
を
感
じ
て

し
ま
，２

こ
れ
か
ら
、
５
時
間
の
道
の
り
を
考
え
る
と
気
持

ち
も
ま
す
ま
す
億
劫
だ
。
ま
あ
、
今
日
の
帰
り
の
こ
と
を
考

え
、
い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
い
て
も
し
よ
う
が
な
い
の
で
い
ざ

上
高
地
へ
。
穂
高
連
峰
を
背
に
下
界

へ
の
長
い
追
の
り
を
た

ど
り
は
じ
め
た
。
す
ぐ
に
ヘ
リ
が
と
ぶ
。
ど
こ
か
で
け
が
人

が
で
た
の
か
。
さ
て
、
こ
の
下
山
の
最
初
に
確
認
し
た
こ
と

「村
上
さ
ん
、
帰
り
は
絶
対
に
走
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
ね

（笑
ご

と
福
原
さ
ん
が
村
上
さ
ん
に
約
束
を
と
り
つ
け
る
。

約
束
と
お
り
横
尾
ま
で
の
ん
び
り
。
さ
て
横
尾
に
て
、
私
と

福
原
さ
ん
と
村
上
さ
ん
の
会
話
に
て
、
「帰
り
の
バ
ス
は
あ
る

か
な
」
「タ
ク
シ
ー
が
あ
る
で
し
ょ
」
コ
」
の
ま
ま
３
時
間
歩

く
と
、
帰
り
の
風
呂
が
し
ま
つ
て
し
ま
う
ん
じ
や
な
い
？
」

「う
―
ん
。
こ

「ど
こ
か
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
し

よ
う
Ｌ
そ
こ
に
入
ろ
う
」な
ん
て
会
話
の
後
、横
尾
を
出
発
。

帰
り
を
意
識
し
て
か
少
し
早
歩
き
。
ま
あ
こ
れ
く
ら
い
な
ら

い
い
。
福
原
さ
ん

「こ
の
ペ
ー
ス
を
維
持
す
れ
ば
２
時
間
で

つ
き
ま
す
」
と
か
い
い
つ
つ
、
福
原
さ
ん

一
気
に
加
速
。
私

も
村
上
さ
ん
も
戸
惑
い
つ
つ
も
つ
い
て
い
く
、
そ
し
て
村
上

さ
ん
に
火
が
点
い
た

。
・
。
私
が
走
つ
て
も
追
い
つ
け
な
い

速
さ
で
歩
い
て
い
く
。
な
ん
で
こ
う
な
ん
の
？
と
思
い
な
が

ら
も
私
は
下
山
は
森
の
美
味
し
い
空
気
を
楽
し
む
モ
ー
ド
に

入
る
。
そ
の
後
み
る
み
る
、
二
人
の
影
は
み
え
な
く
な
る
。

ま
あ
、
い
っ
か
。
私
の
到
着
よ
り
２０
分
以
上
も
早
く
つ
い
た

ら
し
い
。
上
高
地
は
最
終
バ
ス
が
出
る
と
こ
ろ
だ
つ
た
。
大

型
タ
ク
シ
ー
を
捕
ま
え
、
他
の
パ
ー
テ
ィ
と
同
乗
し
て
沢
渡

へ
。
帰
り
は
公
共
の
浴
場

へ
い
く
。
そ
こ
で
風
呂
を
あ
び
、

コ
ー
ラ
で
乾
杯
し
、
カ
ツ
丼
を
食
べ
た
っ
ぷ
り
２
時
間
寝
て

Ю
時
そ
こ
そ
こ
出
発
。
お
盆
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
、

自
宅
に
つ
い
た
の
は
み
な
３
時
ぐ
ら
い
か
福
原
さ
ん
に
皆
家

ま
で
送
っ
て
も
ら

，２

，
うゝ
し
て
我
々
の
大
き
な
山
行
は
幕

を
と
じ
た
。

最
後
に
屏
風
岩
に
登
る
計
画
が
で
た
の
は
６
月
頃
そ
れ
か

ら
、
何
回
か
３
人
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
。
越
沢
バ
ツ

ト
レ
ス
、
つ
づ
ら
岩
、
そ
し
て
天
覧
山
の
救
助
訓
練
。
つ
づ

ら
岩
で
は
、
実
際
の
荷
物
を
想
定
し
て
ザ
ツ
ク
を
担
い
で
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
天
覧
山
で
は
、
本
チ
ャ
ン
で
誰
が
落
ち
て

も
救
助
で
き
る
よ
う
に
、
ぴ
っ
ち
り
と
訓
練
を
行
っ
た
。
そ

れ
で
も
正
直
救
助
訓
練
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
し

て
、
何
度
も
ロ
ー
プ
を
３
人
で
結
び
な
が
ら
、
持
参
す
る
ギ

ア
の
確
認
を
何
度
も
し
、
食
料
の
確
認
を
し
、
持
ち
物
の
確

認
を
し
て
き
た
。
今
回
の
よ
う
に
私
に
と
つ
て
未
知
の
グ
レ

ー
ド
の
岩
を
本
チ
ャ
ン
で
登
る
の
に
、
か
け
て
き
た
時
間
は

す
べ
て
、
こ
の
屏
風
岩

へ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
途
中
に
あ
る

も
の
で
あ
り
、
当
日
ま
で
の
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る

こ
と
に
大
変
な
充
実
感
と
満
足
感
と
、
楽
し
み
を
覚
え
た
。

何
よ
り
、
こ
う
し
て
ロ
ー
プ
を
結
ん
だ
３
人
が
共
有
し
た

時
間
の
長
さ
だ
け
、
２
日
目
に
ほ
う
ほ
う
の
て
い
で
、
涸
沢

に
辿
り
着
い
た
と
き
の
達
成
感
を
互
い
に
共
感
す
る
こ
と
が

大
変
あ
り
が
た
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
山
行
は
私
に
と
っ
て

初
め
て
で
あ
り
、
言
い
知
れ
な
い
充
実
感
を
得
ら
れ
た
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
山
行
が
成
功
の
い
た
る
ま
で
の
道

の
り
は
、村
上
さ
ん
が
全
て
レ
ー
ル
を
し
い
て
き
て
く
れ
た
。

名
実
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
そ
し
て
我
々
の
師
匠
と
し

て
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
か
け
て
く
れ
た
村
上
さ
ん
に
は
感
謝

の
思
い
に
耐
え
な
い
。
さ
ら
に
、
村
上
さ
ん
に
加
え
、
か
な

り
大
き
な
体
の
故
障
を
抱
え
、
山
行
も
危
ぶ
ま
れ
な
が
ら
、

体
を
鞭
う
っ
て
山
行
を
と
も
に
し
た
福
原
さ
ん
に
、
こ
う
し

て
互
い
に
大
き
な
山
行
を
達
成
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
報
告
者
　
福
原
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平成22年度「日本山岳協会山岳共済会」中途加入を 受付中 !

措
島ま

Ｌ
塾
魔

・　
典〓・請鍵・轟山

ｒ
ｉ 費簿科、

‐
華暴賓 ■,碁 犠‐曝‐諷〕

J    ■高校隻費は18歳未濁⑭覇含攣年会資50参 鍵です.:燒

●山や自然が好きな人の相互扶助と自立をめざす仲間の集まり、それが、「日本山岳協会山岳共済会」です。

●山岳共済会は安全登山をめざし、登山技術の向上や普及、遭難予防と対策など各種の事業を支援しております。

●山岳共済会は日本の山岳遭難・捜索保険の草分けで、4万7000人の会員を持つ最大級の山岳共済です。

●山岳共済会会員向けに各種補償制度を準備しています。山岳共済会への入会を、是非ご検詠 ださい。

会員規約

1.会員証

団体傷害保険加入者証と兼用の会員証をお送りします。共済会のみ加入の方には共済会員証の葉詫 お送りします。
いずれも本人のみが使用できます。

2.会費

入会金無料、年会費1000円 (高校生及び18歳未満は500円 /加入年度の4月 1日時点)

3.更新手続き

更新月が近づきましたら、共済事務センターより更新案内を郵送させて頂きます。更新年会費のお支払いは、向封の郵
便振込み用紙でお振込みください。期間は4月 1日から翌学 月1日午後4時までです。

4.届出事項の変更

氏名、住所など届出事項に変更があつた場合は、当会または共済事務センターヘご連練 ださい。ご連絡がない場合、
ご通知などがお届けできず特典が受けられない場合があります。

5.会員証の再発行

団体障害保険加入者証と兼用の会員証をお送りします。共済会のみ加入の方には共済会員証の葉書をお送りします。
いずれも本人のみが使用できます。

お問籠 先 日本山岳協会 山岳共済会 〒170切13豊島区期駿トト1-707

TEL・ 03-5958-3396;FAX・ 03-5958-3397 E¬ mail san3kukyousJ@mbd.ocn.ne」 p

共済会について
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社団法人日本山岳協会

創立 50周年記念事業募金のお願い (依頼)

時下、益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。平素より本会の事業運営に多大なご協力とご支援を賜り厚く御

礼申し上げます。

さて、社団法人日本山岳協会は 2010年、創立 50周年を迎えました 1960(昭和 35)年、全国の都道府県山岳連

盟 (協会)で結成された全日本山岳連盟と (初 日本山岳会が協議して日本山岳協会が誕生しました。爾来、日本

の登山界を代表する団体として、広く国民の登山活動を対象に安全登山と山岳環境及び山岳文化に配慮した正しい

登山やスポーツクライミングの指導普及を図り、その健全な発展に大きく貢献して参りました これも皆様のご理

解とご支援の賜物と深く感謝しておりま丸

この周年慶事を迎え、本会では創立50周年を記念して様々な記念事業をこの 1年間を通じて展開する予定でお

ります。記念事業のコンセプトとしては、ただ50年の歴史を振り返るだけでなく、登山界の活性化に繋がるよう

な実りある未来志向の格調高い記念事業にしたいと念じております。

つきましては、創立50周年記念事業界金のご協力をお願いすることにしました。厳しい経済環境の中での募金

活動ですが、多くの方々のご支援を賜り、是非とも目標額を達成し、記念事業を滞りなく展開したい所存です。

ご□解ご協力のほど、何卒宜しくお願い申し上げます。

2010年 4月 吉日

社団法人日本山岳協会 会 長

創立50周年記念事業実行委員会 委員長

創立50周年記念事業募金委員会 委員長

田中 文男

【募 金 名 称】

【目  標 額】

【期     間】

【対    象】

(社)日本山岳協会創立50周年記念事業募金

500万円

2010年 4月 1日 ～2011年 3月 31日

個 人 :1日 5,000円  (なるべく2日以上でお願いしま●
~l

法 人 :指定なし

みずヽ ま鑑 子 渋谷支店 普通口座  1323253
日座名 「社団法人日本山岳協会50周年記念事業国」

(郵便局の郵便振替払込用紙を使われる場合は、日座記号番号:00110-5-546693、

加入者名 :社団法人日本山岳協会、 通信欄:50周年記念事業募金、とお書き下さい。)

ご寄付いただいた方々のご協力に感謝し、寄付者のご芳名を登山月報に掲載させてい

ただきます。 (ご希望により掲載しないことも選択できます。)また、50周年記念ピン

バッジを進呈させていただきます。

社)日本山岳協会 〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-l-1 岸記念体育会館内

TEL:03-3481-2396  FAX:03-3481-2395

E―mail:info@j■ la―sangaku.or.jp  HP:http:〃― jnla―sangaku.org

【払込み方法について】

【寄付者の顕彰】

【お問合せ先】
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《
コ
バ
ト
ン
カ
ツ
プ
》

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ｉ
ｎ
ｅ　
ロ
ツ
ク
ク
ラ
フ
ト
川
越

第
２３
回
県
総
体
大
会
兼
国
民
体
育
大
会
埼
玉
県
予
選
会

趣
　
旨
‥
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
の
普
及
の
為
に
愛
好
者
の
日

頃
培
っ
た
技
術
の
披
露
と
交
流
及
び
国
民
体
育
大
会

・
埼
玉

県
代
表
候
補
選
手
の
選
考

主
　
催
‥
埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
体
育
協

会
、
埼
玉
県
山
岳
連
盟
、

管
・埼
玉
県
山
岳
連
盟

金
肌
技
及
び
選
手
強
化
委
員
会
）

援

‥
ロ
ッ
ク
ク
ラ
フ
ト
川
越

。
（社
）
日
山
協

（予
定
）

時

‥
２
０
１
０
年
６
月
１
３
日

（日
）

受
付
８

‥
００
～
８

‥
３０

開
始
９

‥
００
～
終
了
１７

‥
００

（予
定
）

場

‥
ロ
ッ
ク
ク
ラ
フ
ト
川
越
（一Ｔ
∞８
ユ
馬
Ｎ
川
越
市

脇
田
町
鱈
占
　
一二
豊
ゴ
ム
川
越
ビ
ル
）

（↓
①
一＼「”
Ｘ　　Ｏ卜
０１Ｎい０１
ドト
い０）

カ
テ
ゴ
リ
ー

三
エ
キ
ス
パ
ー
ト

・
ミ
ド
ル
・
ビ
ギ
ナ
ー

。
キ
ッ
ズ

※
　
ル
ー
ト
セ
ッ
ト
等
の
準
備
作
業
の
為
、
参
加
選
手
は
前

日
Ｒ
馬
（土
）
の
Ｒ
Ｃ
・
川
越
ジ
ム
の
利
用
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

※
　
本
大
会
は
国
民
体
育
大
会
埼
玉
県
予
選
会
を
兼
ね
て
お

り
、
対
象
部
門
の
成
績
は
県
代
表
候
補
選
考
に
考
慮
さ
れ
ま

す
。

※
　
参
加
締
め
切
り
は
終
了
し
て
お
り
ま
す

応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
―

《
平
成
２
２
年
度
国
際
委
員
総
会
及
び

第

２９
回
海
外
登
山
遭
難
対
策
研
究
会
開
催
の
お
知
ら
せ
》

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
左
記
実
施
要
項
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
関
係
者
が
参
加
下
さ
る
よ
う
通
知
い
た
し
ま
す
。

記

期
　
日
‥
平
成

２２
年
６
月
１９
日

（土
）
～
２０
日

（日
）

△
ム　
場

‥
公
共
の
宿
　
日
光
市
営
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
日
光
市
所
野
田
錮

需
ｒ
¨
Ｓ
田
占
や
Ｓ
“

参
加
対
象

‥

（１
）
日
本
山
岳
協
会
役
員
及
び
国
際
委
員
会
常
任
委
員

（２
）
都
道
府
県
岳
連
（協
会
）
国
際

・
海
外
担
当
者

（３
）
講
師
を
お
願
い
す
る
海
外
登
山
経
験
者

。
研
究
者

（４
）
海
外
登
山
に
関
心
を
持
ち
、
参
加
を
希
望
す
る
方

費
　
用
‥
　
参
加
費

８
，
８
ｏ
円

（宿
泊
食
事
及
び
資
料
代
）

懇
親
会
　
∞
Ъ
８

円

（当
日
徴
収
Ｖ

持
参
品

‥
　
筆
記
用
具
、
寝
間
着
、
髭
剃
り
、
歯
ブ
ラ
シ
、

タ
オ
ル
な
ど
の
洗
面
具
等
必
要
と
思
わ
れ
る
物

６
月
１９
日

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
。
「国
際
委
員
総
会
」

２
１
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
報
告

２
２
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
報
告

日
５
Ｐ
及
び
ｃ
ｒ
′
の
報
告

・
８
周
年
事
業
、
そ
の
他

６

月

２０

日

海
外
登
山
遭
難
対
策
研
究
会
」
　
　
　
　
　
　
　
＼

講
演
「ヒ
了
フ
ヤ
に
お
け
る
気
象
予
報
を
活
用
し
た
登
山
」

講
師
　
北
日
本
海
外
登
山
研
究
会

。
保
坂
昭
憲
氏

講
演

「ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
最
新
気
象
技
術
」

講
師
　
猪
熊
隆
之
氏

講
演
「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
醍
醐
味
」

講
師
　
在
ネ
パ
ー
ル
・
元
大
使
　
神
長
善
次
氏

※
　
参
加
希
望
者
は
県
海
外
担
当
者

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

《
登
攀
技
術
講
習
会

・
指
導
員
研
修
会
の
お
知
ら
せ
》

指
導
委
員
会

・
遭
難
対
策
委
員
会

所
属
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
岳
速

活
動
に
関
し
ご
理
解

。
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
平
成

２２
年
度
登
攀
技
術
講
習
会
を
左
記
の

通
り
開
催
し
ま
す
の
で
お
忙
し
い
中
、
大
変
恐
縮
で
す
が
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
講
習
会
に
併
設
し
て
指
導
者
研
修
会
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（指
導
員
各
位

へ
の
案
内
は
こ
の
案

内
に
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

記

趣
　
　
旨

・
登
攀
技
術
の
普
及
と
技
術
向
上
を
目
的
と

す
る

主
　
　
催

。
埼
玉
県
山
岳
連
盟

（主
管

・
県
岳
連

指
導
委
員
会

・
遭
難
対
策
委
口具
５

期

　

日

上
半
灰
２２
年
６
月
２０
日

（日
）

〈
ム　
　
場

。
天
覧
山

（埼
玉
県
飯
能
市
）

参
加
資
格

・
埼
玉
県
山
岳
連
盟
所
属
会
員

指
導
講
師

。
日
本
体
育
協
会
公
認
指
導
員

日
　
　
程

。
（小
雨
決
行
）

６
月
２０
日

（日
）
集
合

∞
８̈

（飯
能
市
市
民
会
館

駐
車
場
）
講
習
開
始
も
６
？
・実
技
講
習
終
了
８
８
ｏ

講
習
会
内
容
①
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ロ
ー
プ

。
ボ
デ
イ
ハ

ー
ネ
ス
②
随
時
登
攀
、
③
制
動
確
保
、
④
懸
垂
下
降

装
　
　
備

・
登
攀
の
で
き
る
服
装
で
次
の
用
具
を
持
参

の
こ
と
ｆヽ
ず
、
こ
と
ア、
馬
８
日
の
「氏
ド
マ
さ
一．筆
記
具
、

そ
の
他
登
攀
用
具
、
こ
う
に
″
「ξ
。
Ｃ
～
ω
名
に
１
本
）

△ 日 後 主

76543
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【
ヘ
ル
メ
ツ
ト
の
無
い
方
は
当
日
参
加
で
き
ま
せ
ん
】
　

．

Ю
・食
　
　
料

。
行
動
食
は
各
自

Ｈ
・参
加
費
用

・
２
０
０
０
円

（当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

‐２
・申
し
込
み
先
。指
導
委
員
会

（担
当
野
村
）
ま
で
郵
送

・

コ
呉
・
一
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

野
村
善
弥
宛

・
百
ｏ乱
８
〓
ヴ
お
」
．ｏ

〒
∞８
６
Ｒ
∞　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
大
東

Ｈ
Ｉ
【
い
―
∞
卜
　
　
↓
”
ｒ
”
『
＞
ｘ
　
　
ｏ
卜
∞
―
∞
∞
切
―
【
卜
『
〇

‐３

・
申
込
締
切
　
６
月
１２
日

（期
日
厳
守
）

‐４

・
募
集
人
員
　
３０
人
先
着
で
定
員
締
め
切
り

‐５
。講
習
内
容
　
経
験
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
分
け
講
習

中
上
級
ク
ラ
ス
・
岩
登
り
の
経
験
者
お
お
よ
そ
３
級
レ
ベ

ル
の
リ
ー
ド
が
出
来
る
方
。

初
級
ク
ラ
ス
・
岩
登
り
初
め
て
、
そ
れ
と
同
等
の
も
の
。

指
導
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
次
の
趣
旨
に
よ
り
、
指

導
員
研
修
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
山
協
は
４
７
都
道
府
県
の
集
ま
り
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
県
単
位
の
岳
連
祖
織
が
日
山
協
の
一
部
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の

『
日
山
協
方
式
』
と
言
わ
れ
て
き
た
も
の
は
便

宜
上
４
７
都
道
府
県
の
申
し
合
わ
せ
で
一
番
合
理
性
が
有
り
、

普
及
性
の
高
い
技
術
を
決
め
て
き
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
よ
り
も
良
い
技
術
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

日
山
協
標
準
の
技
術
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
ま
す
。
指

導
員
規
定
の
中
に
も
技
術

（指
導
技
術
）
の
研
究
義
務
が
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

山
岳
に
関
し
て
指
導
者
。更
新
登
録
要
件
が
従
来
の

（財
）

日
本
体
育
協
会
の
研
修
会
出
席
義
務
が
不
要
と
な
っ
た
代
わ

り
に
山
岳
技
術
。研
修
会
出
席
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

指
導
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
理

論
に
基
づ
い
た
新
技
術
の
発
表

。
研
究
の
場
を
研
修
会
と
い

う
形
で
提
供
し
ま
す
の
で
提
案

。
発
表
者
と
し
て
の
参
加
、

単
に
技
術
習
得
の
場
と
し
て
活
用
な
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

日
　
程

（小
雨
決
行
）
６
月
２０
日

（日
）

集
　
合
”
８

（飯
能
市
市
民
会
館
駐
車
場
）
・

講
習
開
始
も

８̈
～
実
技
講
習
終
了
８
６
ｏ

ｌ
・
研
究
テ
ー
マ
　
①
　
制
動
確
保
と
自
己
脱
出
法

②
　
そ
の
他
登
攀
技
術

２
．
参
加
費
用
　
無
し

（指
導
員
△
ム費
に
含
ま
れ
る
為
）

３
．
申
込
み
先
　
指
導
委
員
会

（担
当
野
村
）
前
項
と
同
じ

４
．
申
込
締
切
　
６
月
１２
日

『
日
山
協

ｏ
５
０
周
年
記
念

バ
ル
ド
ー
ル
ピ
ー
ク
登
山
隊
』
全
員
無
事
帰
国

去
る
５
月
２
日
、
日
本
山
岳
協
会
創
立

５０
周
年
記
念
し
て

ネ
パ
ー
ル
ヘ
遠
征
し
て
い
た
パ
ル
ド
ー
ル
ピ
ー
ク
登
山
隊
が

無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
こ
の
登
山
隊
は

こと
Ｓ

合
同
で
、
日

本
・韓
国
。ネ
パ
ー
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
の
合
同
隊
２７
石

（隊
長

‥

人
木
原
　
囲
明
　
氏
）
で
構
成
さ
れ
、
同
峰
の
場
お
日
ピ
ー

ク
に
１７
名
が
登
頂
し
ま
し
た
。

※
こ
の
項

・
写
真
と
も
　
日
山
協
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋

「鈴
木

（百
）
委
員
↓
海
外
委
員
会
Ｍ
Ｌ
あ
て
」

今
朝
、
無
事
パ
ラ
ド
ー
ル
ピ
ー
ク
遠
征
よ
り
戻
り
ま
し
た
。

楽
し
く
、
有
意
義
な
体
験
で
し
た
。

登
頂
に
つ
い
て
は
、
氷
河
を

へ
て
雪
稜
を
第
２
峰
ま
で
登
り

ま
し
た
が

（ｕ
ｕ
ｏ
ｏ
ｍ
あ
た
り
）
、
本
峰

へ
の
登
頂
は
中
止
さ

れ
ま
し
た
。
あ
と
少
し
で
し
た
が

・
・
・
・
・
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
知
っ
て
山
が
も
つ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
鈴
木
百
合
子
さ
ん
は
県
岳
連

。
海
外
登
山
委
員
メ
ン
バ
ー

の
１
人
で
埼
玉
県
か
ら
紅

一
点
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
３７
号
で
遠
征
報
告
し
ま
す

。
広
報
　
山石
井
田

ドルト
・―ルヒ―゚ク遠征隊 。日本チーム

【写

】

韓
国
籍
。女
性
登
山
家

３
（銀
善
）
さ
ん

（
４４
歳
）
が

，
８
ｏ

ｍ
峰

。
１４
座
す
べ
て
登
頂
の
偉
業
を
達
成

（
４
月
末
に
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
に
登
頂
）。
世
界
初
の
栄
冠
を
手
中
に
収
め

た
。
（足
か
け
１４
年
か
か
っ
た
）
と
新
開
発
表
。

米
国
籍
の
中
学
生

（
１３
歳
）
が
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

含
Ъ
あ

ｍ
）

に
登
頂
成
功
。
剣
コ
副
凋
例
で
の
制
覇
。
７
大
陸
の
最
高

峰
登
頂
も
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
山

（南
極
）
残
す
の
み
。
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
高
所
登
山

。
世
界
初
。

エ
ベ
レ
ス
ト
世
界
初
の
女
性
サ
ミ
ッ
タ
ー
は
る
調
年
い
月

８

日
・
田
部
井
淳
子
さ
ん
。
丁
度

３５
年
前
の
出
来
事
・素
晴

ら
し
い
記
録
に
日
も
く
ら
み
そ
う
だ
が

・
・
・
・
・

一
段
落
し
た
ら
、
数
日
は
谷
川
岳
周
辺
の
ブ
ナ
の
新
緑
を
眺

め
な
が
ら
歩
い
て
み
よ
う
。　
　
　
　
　
　
２
ニ


